

















結果：1879 名（介入群 1330 名、対照群 549 名）に依頼し有効回答は 1667 名であった。過
去一年に悩みがあった学生は 52.4%、内容は学業 58.4%、進路 50.6%、友人関係 32.5%の順
であった。そのうち誰かに相談した相手先は友人 67.5%、家族 50.1%の順に多く、逆に相談
したくない相手先はネットの相談サイト 36%、電話相談 22.7%、教員 15.9%の順であった。 
介入一年後 ：プログラム 2013 の介入一年後の効果測定をした。ASPH の平均値を比較した
所、介入群（介入群 2～4 学年）は 31.9 点と対照群（対照群と介入群 1 学年）31.1 点より
も有意に高かった（p=0.002）。 
介入直後：プログラム 2014 の介入前後の ASPH の平均値の差を比較した。介入群では 2.79
点有意に上昇したが対照群では 0.26 点下降していた。介入後の群間には有意差が認められ
た（P<0.001）。 

















本研究は、平成 27 年度日本公衆衛生学会にて発表予定。  
       
